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士，梅野淳嗣，鳥巣剛弘，松本主之：小腸カプセル内視鏡の未来―小腸カプセル内視鏡所見を用い
た早期クローン病診断予測モデルの開発．GI Week 2020（第13回日本カプセル内視鏡学会学術集
会／第16回日本消化管学会総会学術集会／13th IGICS 合同開催）．2020，2，7‐9．第13回日本
カプセル内視鏡学会学術集会抄録集．

6 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎診療の現状とピットフォール．GI Week 2020（第13回日本カプセル内視
鏡学会学術集会／第16回日本消化管学会総会学術集会／13th IGICS 合同開催）．2020，2，7‐9．
第16回日本消化管学会総会学術集会抄録集（ランチョンセミナー）．

7 江﨑幹宏：小腸疾患診療の現状と未来．第14回（2020年度）日本消化管学会教育講演会．2020，9，
20（ライブ配信），2020，9，21‐27（オンデマンド（録画）配信）．第14回日本消化管学会教育講
演会 抄録集．

8 江﨑幹宏：IBD における粘膜治癒の意義と問題点．2020年度日本炎症性腸疾患学会（JSIBD）主催
医師向け教育セミナー．2020，12，7（オンデマンド配信）．2020年度 JSIBD 医師向け教育セミ
ナー抄録集．

9 武富啓展，芥川剛至，島田不律，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，日暮一貴，力武美保子，能城
浩和，江﨑幹宏：体重減少を契機に発見された炎症性繊維状ポリープ（inflammatory fibroid polyp:
IFP）の1例．第58回日本小腸学会学術集会．2020，10，24．抄録集 p65．
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10 芥川剛至，松永壮人，西岡敦二郎，武富啓展，島田不律，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，青木
茂久，能城浩和，木村晋也，江﨑幹宏：化学療法抵抗性の十二指腸原発印環細胞癌の一例．第58回
日本小腸学会学術集会．2020，10，24．抄録集 p69．

11 ＊遠藤広貴，白井慎平，鶴岡ななえ，白石良介，水口昌伸，藤本一眞：当院での大腸癌症例における
検診・便潜血検査の有用性．第59回日本消化器がん検診学会総会．2020，9，30‐10，1（LIVE
配信），2020，10，1‐12（オンデマンド配信）．日本消化器がん検診学会雑誌 58巻 Suppl 総会
Page55．

12 ＊宮原貢一，伊東陽一郎，成瀬尚美，樋高秀憲，野田隆博：経内視鏡的ヒストアクリル注入により止
血が得られた大腸静脈瘤破裂の2例．GI Week 2020（第13回日本カプセル内視鏡学会学術集会／
第16回日本消化管学会総会学術集会／13th IGICS 合同開催）．2020，2，7‐9．日本消化管学会
雑誌 4巻 Suppl. Page295．

13 ＊山口太輔，冨永直之，坂田資尚：抗血栓薬服用中の非静脈瘤性上部消化管出血症例における内視鏡
的止血術後の抗血栓薬再開についての多施設共同研究．第99回日本消化器内視鏡学会総会．2020，
9，2‐3（会場と WEB 配信），2020，9，5‐30（オンデマンド配信）．Gastroenterological Endo-
scopy 62巻 Suppl．1 Page1152．

14 島田不律，泉弥奈子，稲富千佳，武富啓展，白井慎平，遠藤広貴，千布 裕，宮崎充啓，山懸基
維：上腸間膜動脈解離にて上行結腸に輪状潰瘍を呈し，血行再建術にて劇的に内視鏡所見の改善を
認めた一例．GI Week 2020（第13回日本カプセル内視鏡学会学術集会／第16回日本消化管学会総
会学術集会／13th IGICS 合同開催）．2020，2，7‐9．日本消化管学会雑誌 4巻 Suppl.
Page294．

地方規模の学会
1 ○朝長道人，藤本 峻，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：sm 浸潤を認めた

鋸歯状病変由来腺癌の1例．第115回日本消化器病学会九州支部例会／第109回日本消化器内視鏡学
会九州支部例会．2020，6，19‐20．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集115回
Page148．

2 芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：消化器病における若手医師のトレーニン
グ 当院における初期レジデントに対する内視鏡研修の工夫．第115回日本消化器病学会九州支部例
会／第109回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，6，19‐20．日本消化器病学会九州支部例
会プログラム・抄録集115回 Page95．

3 鶴岡ななえ，芥川剛至，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：IBD special situation における諸問題 潜
在性結核感染症をもつ炎症性腸疾患患者の治療現状はどうなっているのか？．第115回日本消化器
病学会九州支部例会／第109回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，6，19‐20．日本消化器
病学会九州支部例会プログラム・抄録集115回 Page77（2020，6）．

4 坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：消化管粘膜下腫瘍における治療戦略 当院における食道粘膜下腫
瘍症例の検討．第115回日本消化器病学会九州支部例会／第109回日本消化器内視鏡学会九州支部例
会．2020，6，19‐20．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 115 Page91．

5 ○岡本康治，平野敦士，江﨑幹宏，小林広幸，鳥巣剛弘：知っておくべき新たな薬剤性消化器障害の
現状と課題 PPI 併用下での NSAIDs 起因性小腸粘膜傷害に対する Lactobacillus salivarius WB21株
による予防効果．第115回日本消化器病学会九州支部例会／第109回日本消化器内視鏡学会九州支部
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例会．2020，6，19‐20．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集 115 Page87．
6 坂田資尚：上部消化管疾患における漢方薬の位置付け～DREAM Study から解ってきたこと～．第

114回日本消化器病学会四国支部例会／第125回日本消化器内視鏡学会四国支部例会 ランチョンセ
ミナー．2020，12，19‐20．第125回日本消化器内視鏡学会四国支部例会抄録集．

7 ○立花昌寛，島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：家族性
大腸腺腫症に合併した胃腺腫の一例．第116回日本消化器病学会九州支部例会／第110回日本消化器
内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），2020，12，15‐2021，1，6（オ
ンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集116回 Page115．

8 ○野村忠洋，島田不律，武富啓展，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：原因不
明の消化管出血を契機に発見された小腸神経内分泌腫瘍の一例．第116回日本消化器病学会九州支
部例会／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），2020，
12，15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集116
回 Page116．

9 武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の粘
膜治癒評価における血清バイオマーカーの有用性の検討．第116回日本消化器病学会九州支部例会
／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），2020，12，
15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集116回
Page89．

10 ○野田亮介，武富啓展，島田不律，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：リンパ
球浸潤癌と診断された早期胃癌の1例．第331回日本内科学会九州地方会．2020，11，29．第331回
日本内科学会九州地方会プログラム抄録集 Page24．

11 ＊今村美乃莉，宮原貢一，樋高秀憲，成瀬尚美，貞島健人，中山賢一郎，窪津祥仁，井手康史，野田
隆博：内視鏡にて診断し治療を行うことができた小腸動静脈奇形の2例．第116回日本消化器病学
会九州支部例会／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），
2020，12，15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄
録集116回 p116．

12 河合雅子，山内康平，伊東直城，四本界人，松尾純武，久富 崇，江島和久：巨大皮下血腫を契機
に播種性骨髄癌腫症の診断に至った1例．第331回日本内科学会九州地方会．2020，11，29．第331
回日本内科学会九州地方会プログラム抄録集 105．

13 ○沖井詩織，芥川剛至，武富啓展，島田不律，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田 良，江﨑幹宏：難治性
の良性胆管狭窄に対してメタリックステントが有用だった一例．第116回日本消化器病学会九州支
部例会／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），2020，
12，15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集116
回 p123．

14 河合雅子：「さあこまった！その時どうする？－新型コロナ感染拡大における消化器診療－」「新型
コロナウイルス感染症が消化器内科初期臨床研修に及ぼした影響」．第116回日本消化器病学会九州
支部例会／第110回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2020，12，4‐5（オンライン配信），2020，
12，15‐2021，1，6（オンデマンド配信）．日本消化器病学会九州支部例会プログラム・抄録集116
回 SP1‐01（消）．
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その他の学会
1 江﨑幹宏：実臨床経験から考える Ustekinumab のポテンシャル．Ustekinumab Clinical Practice

Seminar．2020，1，18．抄録集．
2 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療における最近のトピックス．第82回福岡ブロック大腸精検懇話会（福

岡ブロック医師会共催）．2020，1，25．抄録集．
3 江﨑幹宏：IBD 治療におけるエンタイビオのポジショニング．Takeda IBD Web Seiminar．2020，

2，3．抄録集．
4 江﨑幹宏：IBD 最新治療の位置付けと今後の課題．エンタイビオ発売1周年記念講演会 in Saga．

2020，2，17．抄録集．
5 江﨑幹宏：UC における粘膜治癒の臨床的意義と達成のための工夫．レクタブル Web 講演会．

2020，2，19．抄録集．
6 江﨑幹宏：クローン病における小腸病変の意義～評価の重要性とモニタリング～．Crohn’s Disease

Web Seminar．2020，5，13．抄録集．
7 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるベドリズマブの位置付けを考える．Takeda IBD Web Seminar．

2020，6，17．抄録集．
8 江﨑幹宏：クローン病における小腸病変の意義～評価の重要性とモニタリング～．Crohn’s Disease

Web Seminar．2020，6，22．抄録集．
9 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療におけるカプセル内視鏡の役割．Takeda IBD Expert Web Seminar．

2020，8，5．抄録集．
10 江﨑幹宏：新規潰瘍性大腸炎治療薬ウステキヌマブの可能性 新規潰瘍性大腸炎治療薬ウステキヌ

マブの可能性．ステラーラ UC 適応拡大記念 Web Seminar．2020，8，28．抄録集．
11 江﨑幹宏：Real world experience of ustekinumab in Japanese patients with Crohn’s disease -Which

patients and when to determine efficacy ?-. STERALA Launch Symposium．2020，9，6．Ab-
stract.

12 江﨑幹宏：COVID‐19感染拡大下での免疫抑制療法を考える．IBD Online Seminar 1st Round．
2020，9，14．抄録集．

13 江﨑幹宏：Ustekinumab の1st Bio としての役割と今後の期待～導入効果を中心に～．Stelara 3周
年記念 Web Seminar．2020，9，19．抄録集．

14 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎における診断と治療のトピックス．JAK Academy for ulcerative colitis in
北九州 Web 講演会．2020，10，8．抄録集．

15 江﨑幹宏：スペシャリストに学ぶ IBD 診療アプローチ 基本の「き」IBD 患者紹介の適切なタイミ
ングは？－潰瘍性大腸炎－．KYORIN PRESENTS Web Seminar．2020，10，12．抄録集．

16 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎治療の現状と課題．IBD Web セミナー－新時代の IBD 治療戦略を考える
－．2020，10，14．抄録集．

17 江﨑幹宏：UC における粘膜治癒の意義と最新治療の位置付け．第51回愛媛炎症性腸疾患研究会
Web 講演会．2020，10，17．抄録集．

18 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎の診断と基本治療について．IBD Web 講演会．2020，10，21．抄録集．
19 江﨑幹宏：薬剤性消化管粘膜傷害の臨床．大川三潴医師会学術講演会．2020，11，16．抄録集．
20 江﨑幹宏：炎症性腸疾患診療における最近のトピックス．第6回国立病院機構東佐賀病院学術セミ
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ナー．2020，11，17．抄録集．
21 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるベドリズマブの位置付けを考える．Takeda IBD 全国 Web Semi-

nar．2020，11，19．抄録集．
22 江﨑幹宏：1st Bio としての Ustekinumab の可能性．Stelara Crohn’s Disease Round Table Discus-

sion．2020，11，25．抄録集．
23 江﨑幹宏：クローン病の長期予後改善を目指して－カプセル内視鏡の可能性－．第27回神奈川

IBD 研究会．2020，11，26．抄録集．
24 江﨑幹宏：IBD と感染性腸炎の鑑別．第23回九州胃と腸大会．2020，11，28．抄録集．
25 江﨑幹宏：新規潰瘍性大腸炎治療薬－ウステキヌマブの可能性－．北九州・山口九州大学第2内科

の会．2020，12，1．抄録集．
26 下田 良：大腸内視鏡診療における LASER 内視鏡の有用性～病変拾い上げから精査・治療まで～．

FUJI FILM セミナー2019in 愛媛（講演）．2020，1，25．抄録集．
27 下田 良：大腸内視鏡診療における LASER 内視鏡の有用性～病変拾い上げから精査・治療まで～．

FUJI FILM セミナー2019in 山梨（講演）．2020，2，13．抄録集．
28 下田 良：大腸内視鏡診療における LASER 内視鏡の有用性～病変拾い上げから精査・治療まで～．

FUJI FILM セミナー2019in 福島（講演）．2020，2，15．抄録集．
29 芥川剛至，江﨑幹宏：症例検討．早期胃癌研究会．2020，1，17．抄録集．
30 島田不律，芥川剛至：症例検討．第23回九州胃と腸大会．2020，11，28．抄録集．
31 坂田資尚：「ガイドラインに基づく消化器内視鏡洗浄消毒（リスクマネジメントを含む）」．第33回

日本消化器内視鏡学会九州セミナー．2020，1，26．抄録集．
32 坂田資尚：慢性便秘症の診断と治療．鳥栖三養基医師会 クリニカルセミナー．2020，10，13．抄

録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 江﨑 幹宏 Pfizer global medical
grants（ファイザー公募型
医学教育プロジェクト助
成）

（代表） Establishment of telemedicine system
and educational programs to optimize
the treatment of inflammatory bowel
disease in the rural community in Ja-
pan

3，000

教 授 江﨑 幹宏 日本医療研究開発機構 免 疫 ア レ ル
ギー疾患等実
用化研究事業
（免疫アレル
ギー疾患実用
化研究分野）

（分担）

家族性地中海熱関連腸炎の診断法確立
と病態解明を目指す研究

600

教 授 江﨑 幹宏 厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患政
策研究事業

（分担）

難治性炎症性腸管障害に関する調査研
究

400

医 員 芥川 剛至 EA 奨学寄附サポート （分担） 膵癌の生存，増殖，浸潤における脂肪
組織と流体刺激の役割とその制御機構
の解明

300

特定講師 坂田 資尚 大塚製薬 奨学寄附金 （代表） 潰瘍性大腸炎における MicroRNA-31
の発現意義に関する研究

500

研究助成等
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